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1. tまじめに
近年, 植生の ある地表面 の広域的な解析に, リ モ ー トセ ン シ ン グによる植生揖標 (主に正規化植生指
倭 , 以下 N D咋) と頻度温度 (以下 T5) を組み合わせた研究が数多く されてお り, こ の 両者の 関係は,
植生 の 群落抵抗や土壌水分状態な どを反映すると い う結果が報告がされてい る(例えばNe m血ielal. ,I9S9,
1992;Go w aTd et al. , 19$9; 金子 ら, 193) ｡ しか し, こ の両者 の関係を上記の ような地表面状態と■理静的
に関連付ける知見はまだ乏 しい ｡ そ こで本研究で早j:, こ の N D VIと.Tb の関係を地表面 の 熱収支の観点か
ら表現する モ デル を作り, 簡単な数値実験によ っ てそ の 妥当性を検証をした?
2. モ デル の 提示
本研究で 軌 空間分解能が約 1km と比較的粗 い , N OAA/A VHRR による衛星リモ ー トセ ン シ ン グデ ー
タにおける N DVIと Ts の 関係を記述するモ デルを提案する｡ 本章ではこ の モ デル の 専出に つ い て述 べ る｡
2-1 基本の 式
本モ デル にお い て はまず単純に , 植生地を対象とする N O A A/ YE R Rデ
ー タ の 各ピクセ ル は植生面と
土壌面 の 二 つ の 要素か らなる浪合 ピクセ ル (ミク セ ル) で ある と候 定し, 各 ピク セ ル の輝度温 度 は
p rice(1990)により次式で 決定されると した.
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顕熱輸送 勤まバ ル ク係数を用 い て それぞれ次 の ように表 され ると した｡
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こ こで気温 は土壌面上と植生面上で等しいと した｡
(1)- (5) 式が, 本 モ デル の基本とな る式で ある｡
2-2 モデルの 尊出
(1) 式は次式 の ように書き直せ る｡
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こ こ で , ピクセ ル の 空間分解能が約 IkJTIと粗 い場合 の N D VI は主に構被率を反映すると仮定 して ,
α = f(ND Vr)とおくと,
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とな り, N D VIと Tbを関係づ ける式 が轟られ る｡
次に (2) 式, C3) 式中の 鍍熱輪送量 の 項に (4) 式, (5) 式を代入 し･ 更に (3) 式から (2)式 を引く ｡
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(7)式を (6) 式に代入 すると, (塞) 式を得る｡
Ts = f(N D Vbx竺 虹 迦 . Tss.i. (8)
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(8) 式が本研究で 提示する, N D VI-Tk 関係を記述する モ デル で あるo
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3, モ デル の検証及 び考察
ND VI, Tsiまそれ ぞれ以下 の式 に よ っ て 算出 した ｡ なお, T5の算出或 はPrice(19$4)による｡
･D VI-霊‡芸 T5 - ･3･3×(ch 4 - h5)
ch), ch2, ch4, ch5は N O A A/ A VH R Rの バ ン ド1, 2,4,5 の値
･ また, j(N D V7)には Cals o n eta],(1997)による次式
f(N D叩 -(N D V]oア N D V]Q - 芸 課
N D VIo:植被率0 % の時のN DVI, N D VIB:植被率10Oyoの 時の ND Vl
を用 い た｡ プ ロ ッ トに用 い た リモ ー トセ ン シ ン グデ ー タは N O A AJV H R によるタイ の チャ オプラヤ川
流域における･ 1992年と 19 93年の 10El コ ン ポジ ッ ト?デ
ー タ である｡ 対象地 と して 常緑樹杓北緯17.80
皮, 東経9i13 6度), 落葉樹林(北緯 16･71度, 東経 98.58度)杏 - ケ所づ つ 選び, それぞれ与キつ いて 5×5 ピ
クセ ル (約5km 四方) の N D VIと T5 の値をプ ロ ッ トしたc 時期は常緑樹林が 3月 6 日 - 3月 15日 (dry)
1月 6日 - 1月 15日 (m oist) , 落葉樹林が 2月 24 日 - 3月 5日 (dry) , 12月 7 日 - 12月 16El (tn oist)
の デ ー タである｡ なお , 対象地の 選定は, 19 89年と 1990年の Lands 8tデ ー タ に 1990年実施 の グラ ン ド
トゥ ル ー ス デ ー タを組み合わせて 作成された土地利用図 (空間分解能は約 140JTl) を参考に して行 っ た｡
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図 1 に, 適当なパ ラメ ー タ ー (表l) を与えた (8)式による N D PI-T5関係 の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン結果と,
N O A A/A VHRR デ ー タ による N D VI･ T5の プ ロ ッ トを重ねて示すo
用 い たパ ラメ ー タ ー の うち, 潜熱, ア ル ベ ド. 短波放射 , 乃 抑i[は G A ME-T(G EW EX- Asizm M oJISO O n
Experim ent- Tropics) プ ロ ジ ェ ク トによ っ て 現地 で 野外観測され た実測値に基づ い て , N O A A /ÅV71 R Rデ
ー タ の N D VI_T5プ ロ ッ トが再現されるように試行錯誤に よ っ て決定 した｡ バ ル ク係数と風速は文 献 (近
顔, 1994) から適当と思われる億を引用 した｡
また･ 純 化の ため･ o
s.il
- G 肖 0 と俊定 した｡
V eg
なお dry, m oist で示 した 乾湿条件は, 常緑樹林に つ い て は m oistは雨季 の 終盤 12月 25日の 8613m m/day
の 降雨直後の状態を示 し, dryはその 後約3 ケ月 間無降雨期間を経た状態を示す｡落葉樹林に つ い て は m oist
は雨季の 終盤1 1月 23日の 13.4m m/dayの 降雨直後の 状態を示 し, dryは 12月 24日に
一 度6l･7m n/day の
降雨があり, そ の 後約 2 ケ月 間無降雨期間を経た後 の 状態を示す｡
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図 l 及び表1 にみ られ るように, 地表面 で の親測デ ー タ に 基づく 現実的なパ ラメ ー タ ー の 値を用 い て ,
本 モ デ ル により N O A A/ A V H R Rデ ー タ の N D VT- T5関係が良好 に再現され るこ とが示 され た｡ 既往 の報告
で 旺, 群落抵抗や土壌水分と N D W-T5 プ ロ ッ トの債きとに相関が見 られるとあるが, 群落抵抗や土壌水
分は土壌 面と植生面の潜熱お よび ア ル ベ ド の差, そ して 乃s .il に影響を及 ぼす要因である ｡ . こ の潜熱お よ
ぴア ル ベ ドの 差と Ts”ilは本 モデ ル( (8)式)にお い て N DVI-T5プ ロ ッ ト の傾きを表現するj(N D 叩)の 係数項
にあ り, それ ら の傾き - の影響は上紀の 報告と論理的に矛盾 しない ｡ また , こ の係数頓に は下向き短波
放射, 風速, バ ル ク係数が入 つ てお り, 本 モ デル に
■
よれば N D Vl- T5関係 には気象条件 も反映する ことが
示され る｡ こ の ように本 モ デル は N D Vl- Ts 関係 を, 嬢生 の活性度や土壌水分条件, 気象条件と い っ た地
表面 の熟収支を釈定する要素か ら定量的に 説 明で きる ことが示 された ｡
4. 賠給
.
N O A A/AVH R Rデ ー 列羊費われるN D VI- Tb関係を地表面 の熱収支的観点から鋭明する モデ ル を提示 し,
その検証を行 っ た ｡ そ の 鈷集束モ デル の妥当性が示 され, 本 モ デル を用 い て N D VJ一 拍 関係 を理胎的に解
釈で き る可能性が示 された｡ 今後は モ デ ル 中の 各パ ラメ ー タ ー に つ い て感度分析を行 い , _こ の モ デル に
基づ いて N OA〟A V H R Rデ ー タか ら地表面状態 に関する情報を得るた めの指針を整理 した い ｡
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